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Abstract　 Cambodia　ls　the　constitutional 　monarchy 　nation 　located　in　the　Indo−China　peninsula　which 　shares

the　east　common 　border　with 　Vietnam，止e　west 　border　with 　Thailand，　the　 nerth 　border　with ，Laos，  d 血 e

south　border　w 玩h　the　South　China　Sea．　 The 　m 司or　indusnies　of　Cambodia 　are　tourist　busincss　and

manufacmring 　business　including　sewn 　products　 and 　shoemaking 　 as　well 　as　the　primary 　industry．　As

Cambodia　attracts　lots　of 　attention 　as　one　of　the　countries 　fbr　risk 　diversification　of　China＋1　in　recent 　years，

investments廿om 　fbreign　countries 　are 　increascd　and 　economic 　development　is　shown 　though　it　is　a　least

developed　cou 煎 y．　Today ，　China　and 　South　Korea　are 　expanding 　their　business　positively　in　Cambodia　to

make 　a　large　sum 　of 　overseas　investments　on 　the　society「s　in倉astructures 　and 　the　real　estates ．　 On 　the　other

hand，　Cambodia　adopts　the　industrial　policy　of 　utilizing 　positive　investments　by　the　fbreign　capitais ．　The

approach 　on　an　industrial　cluster 　is　seen 　on 　the　industrial　accumulation 　ground　in　the　domestic　special

economic 　zone ．　In　this　tcxち we 　will　examine 　the　possibnity　ofthe 　industrial　cluster 　fbrmation　in　Cambodia

wi 山 thc　m 句or 　comparison 　of 　cases 　wi 山 two　special 　econemic 　zones 　in　Phnom 　Pcnh　and　the　Sihanoukville

porし

キーワード　産業 ク ラ ス ター，産業集積，経済特別区，プ ノ ンペ ン，シバ ヌ
ー

ク ビル

1 ．は じめに

　東南 ア ジ ア の 立 憲君 主 制 国家で あ る カ ン ボ ジ ア 王 国

（Kingdom 　of 　Cambodia ： 以 下、カ ン ボ ジ ア ） は，イ ン

ドシナ 半 島の 中央 に位置 し，東部 にベ トナ ム
， 西 部 に

タ イ ，北部 に ラオ ス と国 境 を接 し，南部 は南 シ ナ 海 に

接 して い る。
　 カ ン ボ ジ ア に お け る主 要 産 業 は，農業，漁業，林業

の 第
一

次産 業が 中心 で ある が，近年 で は観光業，及 び

縫製
・製靴等 の 製造業 に よ る 発展 で ，過 去 10年 間 の

実 質 GDP 成長率が 平均 7．9％ の 高 い 経済成長を続けて

い る。ま た，チ ャ イ ナ ＋ 11の リス ク分散国 の ひ とつ

と し て も注 目 を浴 び て お り，外国か らの 直接 投 資 も 大

き な伸びを示 し て い る。
　現在，特 に 中国 と韓国資本 の 外資系企 業 が社会 イ ン

フ ラ ・不動産関連を中心 に積極的に進 出 して お り，首

都 プ ノ ンペ ン 市内に は カ ン ボ ジ ア 首相 府 ビル 建 築 （中

国）や 42階建 て の 高 層 ビル 建築 （韓 国），プ ノ ンペ

ン郊外 に は 20億 USD 規模の 新興都市建 築 （韓国 〉，

及 びカ ン ボ ジア 南部 の タイ ラ ン ド湾 に 面 した港湾都市

シ バ ヌ
ー

ク ビ ル の イ ン フ ラ整備 （中国）等に 多額 の 海

外直接投資 を行 っ て い る。また，わ が 国も ODA に よ

る 円借款 （有償資金 協力 ） を利 用 ，平成 19 年度 に シ

バ ヌ
ーク ビル 港 経済特 別 区 開発 計画，平成 21年度 に

シ バ ヌ ーク ビ ル 港多 目的 タ
ー

ミナ ル 整 備 計 画 等 の 開発

を推進 し，イ ン フ ラ整 備や 地 域 開発 を推進 し て い る。

　一
方，カ ン ボ ジ ア 国内の 産業政策 に お い て は ，経済

特別 区 （SEZ ： Special　Economic　Zone）や 工 業 団地

（IZ ：Indusnial　Zone）等の 産 業集積地 を 中心 と した地

域産 業 を 開発 す る こ とで ，積極的 な外資系企 業を誘 致

す る政策 を展 開 して い る。
　本稿 で は ，現 地 調 査

2
に 基 づ き，産業集積地 へ日 系

企 業 の 進 出 が 数多い プ ノ ン ペ ン 経済特別 区 （PPSEZ ：

Phnom 　Penh　Special　Economic　Zone ） ， 及 び 日 本の ODA

に よ る 産 業集積の 開発推進を行な っ て い る シ バ ヌ
ー

ク

ビ ル 港経済特別区 （SPSEZ ： Sihaneukville　Port　Special

Economic　Zone） の 事 例 を 中心 に、カ ン ボ ジ ア に お け

る産 業 ク ラ ス ター3
の 可 能性 につ い て の 考察 を行 う。

2 ．カ ン ボジ ア経済 の概況

カ ン ボ ジ ア は，面 積 181，035 
2
，人 口約 1，340万 人

（2008 年 ），人 口 増加 率 1．64％ （2008年 ），5年毎 に

選挙を実施 して い る安 定 した政 治体制を築い て い る。

首都 は プ ノ ン ペ ン （人 口 約 150万 人 ），民族 は カ ン ボ

ジ ア 人 （ク メ
ー

ル 人）が 90％、言語 は カ ン ボ ジ ア 語，

宗教 は仏教 （
一部 少 数 民族 は イ ス ラ ム 教）で あ る。

　2001年 か ら 2010 年 ま で の 過去 10年 間 の 実 質 GDP

成長率は，平均 7．9％ の 高い 成長率 を示 して い る。こ

れ は 各国か らの 多額 の 援 助 実施 や 外 資法施行に 伴 う海

外 直接投 資 の 増 加 と と もに，米国の 最恵国待遇 付 与
4

に伴 う縫製業 へ の 外資企業の 進 出，及 び 首都 プ ノ ン ペ

ン とシ ェ ム リア ッ プ （ア ン コ
ー

ル ワ ッ ト）を 観光地 と

して確 立 させ た こ とに よ る観光業等が 寄与 して い る。

　ま た ，輸出額 は 2001年 15億 7，100 万 USD （対 日 本

6，639 万 USD ）か ら 2009年 39億 700万 USD （2010年

対 日本 2 億 825 万 USD ） へ と 25 倍増 （対 日本 3．1倍

増 ），輸入 額 は 2001 年 20億 9，400 万 USD （対 日本
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5，056 万 USD ）か ら 2009年 54億 4，800 万 USD （2010
年 対 日本 1億 5，783 万 USD ） へ と 2．6 倍 増 （対 日本の

3，1倍増） と貿易 も活 発 化 して い る。
　名 目 GDP 総額 は 2001 年 39億 8．400 万 USD か ら

2010年 116億 2，900万 USD へ と 2，9倍増 （平均 74億

2，740 万 USD ＞，一
人 当た り GDP （名 目） は 2001年

309USD か ら 2010年 814USD （平 均 537 ．4USD ）へと

2．9 倍増 とい っ た 高 い 経済成長率を 示 して い る。
　 これ は縫製 ・製靴 等 の 製 造 業の 輸 出増，プ ノ ン ペ ン

とシ ェ ム リア ッ プ等 の 堅調 な観 光 業，米 や キ ャ ッ サ バ

等 の 良好 な農 業 産 品 の 生産，中国 ・韓国 か らの 積 極 的

な 投資 に よ る建設 業，そ の 他外国か らの 直接投資 の 増

加 ，ビジネ ス の 創造 ・拡大に よ る銀 行 貸出の 増加 等 が

寄与 して い る。た だ し，中国 ・韓 国 か らの 投資 は，安
い 人 件 費 と特 恵 関税

S
を利用 し た 縫製 ・製靴 等 の 製造

業 に よ る進 出 を除 く と，そ の 約 80％ の 投資が 不 動産 開

発 や 資源 ・エ ネル ギー開発 とい っ た 社会イ ン フ ラ ・不

動 産 関連 に 偏 っ て い る。
　2009年 に は，カ ン ボ ジ ア に お い て もリー

マ ン シ ョ ッ

ク
6
に よ る 影響 が大 き く，実質 GDP 成 長 率 は 2008年の

6，7％か ら▲2，0％ へ と大 幅に 減速 して い る。こ れ は貿 易

相手 国 の 不 況，国 内イ ン フ レ の 高進，通 貨高 （現 地 通

貨の リエ ル 高） に よる縫製 ・製靴等 の 製造業の 輸 出 の

減少，観光収入 の 減少，金 融収縮等 が 寄与 し て い る。
2010年の 実質 GDP 成長率 は 6．0％ を達 して ，リ

ー
マ ン

シ ョ ッ ク に よ る経済的な影響を脱 した 回復 基調 を見せ

て い るが ，こ れ は貿易相手国の 経済 回復 ，観光 収 入 の

増加 等が 寄与 して い る。
　 こ の よ うに カ ン ボ ジ ア の 国内経済 は，リー

マ ン シ ョ

ッ ク 以 前 の 過去 4年 間 の GDP 成 長 率 の 平 均 が 11．1％ の

高い 経済成長率 を 見せ て お り，リ
ー

マ ン シ ョ ッ ク 後 も

堅調 な経済成 長 を続けて，一
人当た り GDP （名 目） は

2009 年 768USD か ら 2010年 814USD へと 8％ の 増加，
2010 年の 消費者物価上昇率 は 4．0％ と堅 調 で あ る。
　 ま た，カ ン ボ ジ ア は チ ャ イ ナ ＋ 1 と し て ベ トナ ム や

タ イ，ラ オ ス 等 と と もに 注 目 され て い る 国 ・地域 で あ

る。し か し，タ イ は 既 に 先進国 並 み の 産 業構造，ベ ト

ナ ム は 第 2 次 ブーム 到 来で 既 に 多 くの 目系企 業 が進 出，
ラ オ ス は 内陸国 と い う事情 を抱 え て ，港湾施設や南部

経済回 廊 を擁 し て い る カ ン ボ ジア が 最 も成 長 性 が 見 込

め る国 ・地 域 で あ る 。 地 誌 学的 に も，カ ン ボ ジア は タ

イ と南ベ トナ ム を結ぶ 交 通 の 要衝 で あ る，海に 面 して

港湾 ・
海洋開発 が 可能 で あ る，歴史遺産や観光資源，

天 然資源 が 豊 富で あ る とい っ た優位性 もあ る。

3 ．カ ンボジ ア の 経済特別 区

　カ ン ボ ジ ア で は，1949年 の フ ラ ン ス か らの 独立 後，
長 い 間の 内戦 が続 い た が，そ の 復興 時代 を 既に 終 え て ，
フ ン セ ン 首 相 の 長 期 安 定 政 権 の もとで ，経済 開放 政 策

を推進 し，海外か らの 直接 投 資や 縫製
・
製靴等 の 製造

業 に よる 輸出を 中心 に，過去 10年間の 実 質 GDP 成長

率 は，平 均 7．9％ の 高い 成長率 を続 け て い る。
　カ ン ボ ジア 政府 で は，労働集約型 産 業や輸出加工 型

産 業 を 中心 に し て ，農 業 ・農産 物 加 工 業 ，鉱 物 資源 ・
エ ネ ル ギー産 業，人材育成産業を奨励 した 産業政 策 を

推進 し て い る。

　 そ の よ うな 流れ の 中，さらな る外 国 投 資 の 促 進 と雇

用創 出 の 政策 と して ，SEZ の 推進 を 目指 し た 経済特区

政令 が 2005年 12月 に 発 布 され て い る。
　 カ ン ボ ジ ア の SEZ に お け る根拠 法 とな っ て い る の が

「経済特別区の 設置及 び 管理 に 関する 政令 148号」

（2005 年 12月 29 日 ）で あ る。ま た ，同国 の SEZ は，
面 積 が 50ha以 上 ，

　 SEZ 管理 事務所の 設置，電力 シ ス

テ ム ，給水 シ ス テ ム
， 下 水 ・

排 水 処理 ，固形廃棄物，
環 箋保 護等 の イ ン フ ラ設備を供給す る 地域 ・エ リア と

して い る。2011 年 8 月 現在，シ バ ヌ
ー

ク ビ ル SEZ が

1，100ha （2006年 10 月 25 日付 Sub−Decrce），プ ノ ン ペ

ン SEZ が 360ha （2006年 10月 27 日付 Sub−Decree），
マ ン ハ ッ タ ン SEZ が 170ha （2006年 10月 27 日付 Sub−
Decree ），シバ ヌ

ーク ビ ル aS　SEZ が 70ha （2009年 9
月 2 日付 Sub−Decree） 等 が 認 可 を 受け て い る。
　海外 か ら の 進出 企業 に対 す る投 資 優 遇 措 置 と して は ，
3つ の 優 遇 策 が あ る。第 1の 優遇策 の 法人 税 は 20％ 免

除か ，税法 13 条規 定 の 特 別 償却 が認 め られ，条件 に

よ り最 大 で 9 年間受け られ る。第 2 の 優遇 策 の 輸入 関

税は ，優遇 措 置 適 格 条件 （QIP：Qualified　lnves恤 ent

Project）合致 の 原 材 料 や 建設 資材 ，生 産設 備 の 輸出加

工 型 企 業の 場合 に免除，QIP合致 の 建設 資材 や 生 産 設

備 の 国 内 市 場型 企 業の 場合 に 免除 とな る 。 第 3 の 優遇

策の 付 加 価値税は ，QIP合致の 輸出 加工 型 企 業 の 場 合，
輸入 時 10％ 支払，輸出時の 還付とな る。

　SEZ で は，こ の 他 の 優 遇 策 と して ，　 QIPの 国内市場

型 企 業，及び Qipの 輸 出加 工 型企 業 の 場 合，10％ の 付

加 価 値 税 が 免 除 され る。
　現在，カ ン ボ ジア 国 内で 認 可 を受 け て い る SEZ は 国

内 21 カ 所 あ る。ほ と ん どが 沿岸部も し くは タイ，ベ

トナ ム と の 国 境付 近 に 位 置 して い る。SEZ が 国境付近

に位置す る メ リッ トと して，カ ン ボジアか らは タイ の

レ ム チ ャ バ ン 港 ベ トナ ム の サ イ ゴ ン 港域等 へ の ア ク

セ ス が しやす い こ と，電 力 供給等 に お い て 自国 よ り進

ん だ タ イ，ベ トナ ム の イ ン フ ラ を利用 す る こ とが 可能

で あ る とい っ た こ と が あげられ る。
　
一

方，タイ や ベ トナ ム か らは，自国の 隣接地で ある

カ ン ボ ジア に お い て ，安価な 労 働力 を手 に入 れ る こ と

が で き る とい っ た こ とが あげられ る。

（出所）フ ォ
ーバ ル カン ボジアの 資料より作成。

　 　 　 　 　 図 1 カ ン ボ ジア の 位置関係
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　 　 　 　 　 図 2PPSEZ の マ ス タ ーフ フ ン
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　　　　　 図 3　SPSEZ の マ ス タt一プ ラ ン

4 ．経済特別 区の特徴 と課題

（1）プノ ンペ ン経済特別区の 特徴

　図 1 の よ うに ，プ ノ ン ペ ン 経 済特 別 区 （PPSEZ ）は ，
メ コ ン 河 の プ ノ ン ベ ン 港 か ら車で 約 1時 間の 18km，
プ ノ ン ペ ン 国 際 空 港 か ら車 で 約 15分の 8km の 場 所 に

位置 す る。ま た，プ ノ ン ペ ン とカ ン ボ ジア 最大の 港湾

が あ る シ バ ヌ
ーク ビ ル を 結ぶ 国道 4 号線 に 面 し て ，

210km を約 4 時 間 で 移 鋤 す る こ とが 可能で あ る u

　PPSEZ の 東 側 に は，フ ノ ン ペ ン と シ ハ ヌ ーク ビ ル と

を結 ぶ 鉄 道 が 設 置 され て い る。今 後，内戦後ほ ぼ 機能

が 停止 し て い る鉄 道 の 復 「日事業が 進展 すれ ば，PPSEZ

か らシ バ ヌ
ーク ビル 港 へ の 鉄道 に よ る 貨物 輸 送 も可 能

とな り，物 流 面 に お ける 成長性 も期 待 され る。

　PPSEZ は ，図 2 の よ うに 総 面 積 360ha ，第 1 期

141ha，第 2 期 162ha，第 3 期 57ha に 分か れ て 開 発 が

行 われ て い る．第 1 期 の イ ン フ ラ 工 事は既 に 完 成 して

お り，独 自の 発 電 所 ，上 下 水 道 施 設，通 信 施 設 を 稼 動

させ る こ とで イ ン フ ラ を 完備 し て い る。また，10ha の

土 地 の ドラ イ ボ
ー

ト
7
で は，入 居 企 業 の 物 流 を サ ポー

トす べ く，コ ン テ ナ トラ ッ ク ，倉庫等を完備 し て い る。

　一
方、2010年 9 月 か ら PpSEZ の 代表的 サービ ス で

あ る 「ワ ン ス トッ プ ・サ
ービ ス セ ン タ

ー
（OSSC ：

One−S 【op 　Service　Center） 亅 が稼 働 して い る。　 Ossc に

は，政 府機関の カ ン ボ ジ ア 開発 評議会 （CDC ：Council

tbr　the　Development　ofCambodia ），関税 局 ，労働 省，

商業省 の 担当行政官が 常勤 して ，投 資 申請，輸出 入 申

請 ，通 関 手続，原 産 地 証 明 書 発行 ，労 働許 可 申請 を迅

速 に 処 理 す る こ とが 可 能で ある、、
　そ の 他 ，PPSEZ への 投資家 とそ の 家族 へ の 永 住 権 の

付 与，及 び 99年間の 土 地使 用 権の 付与，建 物所有権

の 付 与，外 国 へ 収 益 を 自由に 送金 す る こ とが ・「能 で あ

る。今 後 は，PPSEZ 入 居 企業 の 1二場 で 働 く労働 者を 集

め 易い よ うに ，ド ミ ト リ
ー

や キ ャ ン テ ィ
ー

ン 等
R
の 施

設 も設置 され る 予 定 で あ る。
　表 1に示 す よ うに 2011年 12月 末 現 在，PPSEZ に お

け る許 認 可べ 一
ス で の 入 居 企 業は 35社，そ の 内 の 19

社が 日系企 業 で あ る。ま た ，PPSEZ 内 で は ，約 5．500

名 の ス タ ソ フ と ワ
ー

カ
ー

の 労働者が 働い て い る。

　PPSEZ へ の 日系企 業の 入 居 は，2011 年 12 月 末現 在，

2008 年 8 月 に タ イ ガー
ウィ ン グ （製靴 業 ），同年 3 月

に ク リ
ー

ン サ
ー

ク ル （製 靴 業 ），同 年 10 月 に 味 の 素

（調味料業），同 年 11 月 に ハ ル プ ノ ン ペ ン （古 本 再

生 業），同年 4 月 に ミネベ ア （小 型 モ ーター業 ） とプ

ロ シ
ー

デ ィ ン グ （和 装fll立業 ），同 年 6 月 に フ ァ
ー

ス

トシ ル ク トレ
ーデ ィ ン グ （和 装 仕 立 業），同 年 7 月 に

デ ィ シ ェル ズ （耐 熱 塗 料 業） と コ ン ビ （小 児 品 製造）

が 操業 開始 し て い る、
　また ，2011年 1 月に オー

ア ン ドエ ム エ ．芸 〔皮 革製品

業），同年 2 月 に コ ン ビ （小 児用 品 製造），同年 3 月

に 住友電 装 （自動 車 部 品 製造），同 年 4 月に マ ル ニ ク

ス 〔家電 用 部 品製造 ） ，同年 6 月 に 大和 音響 （携 帯 ス

ピ
ー

カ
ー

製造） が 投資認 可を 受 け て 工 場 建設 中で ある．

そ の 他，工 場建 設準 備 中 の ヤ マ ハ モ
ー

タ
ー （二 輪 車 組

立 業 ），協和 製 函 （紙 製包装材製造） 等 の 16社 が 投

資 申請 中，及 び 投資申請準備中で あ る 。

（2）シバ ヌ
ー

ク ビル 港経済特別区 の 特徴

　図 1 の よ う に ，シ バ ヌ
ー

ク ビ ル 港 経 済 特 別 区

（9PSEZ ： Sihanoukvillc　Port　Special　Econ〔〕mic 　Zone） 1ま，
カ ン ボ ジ ア 南 部 の タ イ ラ ン ド湾 に 面 した 港湾都 市 に 立

地 の 臨海 経済 特 別 区 で あ る。近年，同都市 は，リゾ
ー

ト地 と して も脚 光 を 浴 び て い る 地 域で あ る。

　SPSEZ は ，図 3 の よ うに 首都 プ ノ ン ペ ン か ら南西 約

210km に 位置，総面 積 70ha，カ ン ボ ジア に と っ て 唯
一

の 大 型 船が 入 港 で き る 大 深 海港 で あ る 国 際 海 洋 港 に 隣

接 し て お り，カ ン ボ ジ ア の 海 上 輸 送 の 拠 点 と なっ て い

る地域 で あ る。ま た，首 都 プ ノ ン ペ ン を 経 由 し て 隣 国

の ベ トナ ム の 商 業都 市 ホ
ー

チ ミ ン へは 約 240km ，経 済

活 動 に は絶 好 の 並地条件 を備 え た 地 域 で もあ る，

　わ が 国 は ，SPSEZ が 立 地 す る シ ハ ヌ
ー

ク ビ ル ・
ユ リ

ア を成 長 同 廊地 域 と 位置付 けて ，カ ン ボ ジア への 政府

開 発援助 （ODA ） の
一

環で ，円 借 款 （有 償資金 協 力 ）

に よ る コ ン テ ナ タ
ー

ミ ナ ル の 整備や技術協力 に よ る 港

湾 オ ペ レ ー
シ ョ ン の 改善等を行 い ，カ ン ボ ジ ア の 総 合

的 な 産 業 開発 に 協力 し て い る／t2003 年 に 国 際 協力機構

（JICA ） が 首 都圏 ・
シ ハ ヌ ーク ビ ル 成長 回 廊地 城 開 発

調 査を実 施，そ こ で 提 言 し た 産 業振興に 係 る概 念 を 具

体 化 す る た め に 開 発 し た の が SPSEZ の 推 進で あ る．
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（出 所）上松 裕 士『プ レ ゼ ン 資料』を加 筆・修 正 の うえ作成 。

そ の 概 念 で は，SPSEZ へ の 外国企業誘致 を通 じて ， 従

来型の 農業，観 光 業，建設 業，縫製 ・製靴等の 製造業
の 4 つ の 産業に 頼らない 経済成長 を実 現 して，産 業 構

造 の 転 換 を 図 る こ と で 輸出志 向型 の 非伝統 産 業 を育成

す る とい うカ ン ボジア 国政 府 の 掲 げ る産 業政策を具現

化 す る こ とを 提言 した の で あ る 。

　具 体的 に は ，カ ン ボ ジ ア 輸 出 産 業 の 多様 化 と競 争 力

強 化 ， 及 び 労働技術の 向上 に は FDI の 獲得が 不 可 欠 で，
そ の モ テ ル エ リア と して カ ン ボ ジ ア 唯

一
の 大 深 海港 を

持 つ シ バ ヌ
ーク ビル に お い て，SEZ 開 発 の 推 進 を 図 っ

て い く とい うもの で あ る。
　わ が 国は 同調査の 結果 を受 けて ，2006 年 3 月 20 日，
総 額 3 億 1，800 万 円 を上 限の SPSEZ 詳細設 計等 を行 う

た め の エ ン ジ ニ ア リン グ ・サ
ー

ビ ス に対 す る 円 借款 貸

付契約 を行 な っ て い る。ま た，2008 年 3 月 31 日，総

額 36 億 5，100 万 円 を上 限 の SPSEZ 施 工 の た め の 円借

款貸付契約を行い ，SPSEZ 開 発 計 画 へ の 支援をス タ
ー

トさせ て い るの で ある。SPSEZ は，外国投資の 誘致 と

民間経済の 活性化 に よ り，カ ン ボ ジ ア 経 済 の 持 続的 発

展 に貢 献 す る こ とが 期待 されて い る エ リア で あ る。
　な お ，シ バ ヌ ーク ビ ル 港 公 社 が SPSEZ 事業 の 実施

者 で ，か つ 経済特別 区の 開発 業者 となる。
　 SPSEZ に は，投 資 に関 す る紛争や トラ ブル を迅 速 に

解 決 す る 組 織 で あ る 紛 争解決 委 員 会．及 び 投 資 許 認 可

や 税 関 手続 等 必 要 な 諸手 続 をエ リア 内 に お い て
一

括 し

て 担当す る ワ ン ス トッ プ ・サービ ス ・オ フ ィ ス （One・
Stop　Service　Offlce）が 設置され る予 定で あ る。こ の よ

うに エ リア 内 へ の 諸施設の 設置に よ っ て，事務所 や 工

場等 の 迅 速な建設 が 可 能 に な り，問題発生 時の リス ク

管理 に 対す る対応処理 も円 滑 に 行 わ れ る 。

　 こ れ ま で ，港 湾 設備 に は な か っ た 船会社が 荷物 を仕

分けた りす る 場所 で あ る コ ン テ ナ ・
フ レ イ ト・ス テ

ー

シ ョ ン
9
，周 辺 の 環境に も配 慮 し た 敷 地 内 の 上 下 水 道

設 備，経済特 区 内 で 勤務す る 人 の た め の ア パ ー
トや 従

業員寮 を建設 して い る 。 ま た，レ ン タル エ 場を建設中

で ，港 に は コ ン テ ナ ターミナ ル 内 で 、コ ン テ ナ の 受 け

渡 し，集積
・
蔵置な どの た め，船会社 に指定 され た港

頭 地 区の 場所で ある コ ン テ ナ ヤ
ー

ド
10
を増設 して い る。

　 SPSEZ で は 2012年 5月 1 日，竣工 式 が 行わ れ た 。
SPSEZ は 日本 の 円借款 で 開 発 され ，国 内 唯

一
の 国際深

海港 シ バ ヌ
ー

ク ビ ル 港に 直結 して い る。Made 　in　Japan
の SEZ と して 、外 国投資の 加 速が 予 想され る。

｛3）経済特別区の 課題

　表 2 の PPSEZ と SPSEZ との 比較 に 示 すように，共

通 の 課 題 と固 有 の 課 題，将 来 の 課 題 に 大 別 され る。
　 ま ず，カ ン ボ ジ ア の SEZ に お け る共通 の 課 題 に つ い

て は，以 下 の よ うな 内 容が あ る。
　第 1 の 課題 は，カ ン ボ ジ ア の 産業構 造 が縫製 ・製靴

等 の 製 造 業や プ ノ ン ペ ン とシ ェ ム リア ッ プ 等の 観光業

等の 特 定産 業に 偏 っ て い る状 況 で あ る。した が っ て ，
外 国 の 経 済状況 や 入 国す る観光客の 増減とい っ た外部

環境 の 影響 を 大き く受 け や す い こ とで あ る。
　第 2 の 課題 は，国 内電力 の 問題 で あ る。電 力 料金 が

非常に 割高で ある こ と、及 び そ の 供 給に お い て は 不 安

定 な状況 が あ る。電力の 調 達に つ い て は，自国 で の 発

電 は な く ， 近 隣国の タ イ や ベ トナ ム か らの 買電に依存

し て い る。電 力 の 買 取価 格 は，近 隣諸国の タ イ 国内の

L5 倍 ，ベ トナ ム や ラ オ ス 国内 の 2 倍 となっ て い る。
　第 3 の 課 題 は ，労働 者 の 質の 問題 で あ る。長い 間の

内戦 の 影 響 も あ っ て ，教育が 実施 され て な く基礎 教 育

が弱 い。そ の 能 力 が近 隣諸国 と比 べ て 全 般的に 劣 っ て

い る た め ，教育水準 の 高い 労働 力 が 不 足 して い る 状況

で あ る 。 識 字率 は 78．4％ （2008年）で あ るが，45歳 以

上 の 識 字率 は ク メール ・ル ージュ時代 の 教育禁止 の 影

響もあっ て 2LO ％ と低い 水準で あ る。

　カ ン ボ ジ ア 国内の 高等教育機 関 は，国 立 の 農 業 大 学 ，

保 健 化 学 大 学 ，芸 術 大学 ，カ ン ボ ジ ア 軍保健 科学研 究

所，プ ノ ン ペ ン 大学，経営大学，法律 ・経 済 大 学，工

科 大 学，高 等 師 範学 校 ，マ ハ リ シ ュ
・ベ デ ィ ッ ク 大学 ，

ス ヴァ イ ・リエ ン 大学，経済財 政 研 究所 が あ る。私 立

は，ノ
ー

トン 大学，メ コ ン 大学 ， カ ン ボ ジ ア 大 学，パ

ン ニ ャ サ ス トラ 大 学，ア ン コ
ー

ル 大学等が あ る。しか

し，大学入 試 の 実態 は ， プ ノ ン ペ ン 大学 の
一

部 の 人気
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表 2　PPSEZ と SPSEZ との 比 較

プ ノン ペ
’
　　　　　 PPSE シ ハ ヌ　 ビル　　　　　　 PSE

リ
亀一

ト

人口 ・1 ・20
29k 　

罕 86 　k皿2
プノン ペ ン ノン ペ ン か

「・210k
塾OD6　 10月

幽
日 2009　9　2日

鹽12　　 1日　工 ｝

開発 桑看

跳 nom 恥 nhSEZGo ，L 瓧 ：

林秋 好女史 （カンボジア華僑）78％

　　　　　　　−　 　　　　 22

S趾1aロoukev 且   AuLOnon 鴻u5 恥 r し

〔シアヌークビル 港公社 ）

　　　　　　　　 　DA 　 　　　　
F

ア クセス
　ノ ン ヘ ン　　　　 、b8km 、　 で 15

プノ ン
ペ ン　　7　 か 弧  

シァヌ
ー

　　ル 　に

シ バ ヌークビル 国際 空 港から 15  

360ha 70ha
ノ ンへ1 シアヌ

ー
　　ル　　　　　　　　　し

’ ノン ペ
’
　　　 μ　

・
メ コ ン 凋 シア ヌー　ビ ル

物　　流
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管 理 費

　ンフ
尸
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（出所）筆者作成。

学部以 外 の 入 試 は，実質 は全入 学 とい う状況で あ り，
人材育成の 面や研究面 にお い て ，十分 な環境 で あ る と

は 言え ずに ，今後 の 質 の 向上 が期待 され て い る。

　第 4 の 課 題 は ， 行政の 不 透明性で ある。1994年 8 月

公 布の 投資法 ，
2003年 3 月公 布 の 改正 投 資 法 等 の 海 外

か ら投資する際の 投資関連法の 整備 は整 い つ つ ある が，

許認可基準が 不透明な こ とで あ る 。
これ は ， 運 用 手続

き が 統
一

され て い な い こ と，行 政 の 末端 の 組織や 職員

ま で，指示 が浸透 して い ない とい っ た原因が あ る 。

　第 5 の 課題 は ，イ ン フ ラの 脆 弱 性 で あ る。わ が 国 の

ODA 等 に よ っ て ，国 内の 主要幹線道路は ア ス フ ァ ル

ト舗装が行われ てお り，近隣諸国 との 道 路環境 は 遜 色

の ない 状況で あ る。しか し，プ ノ ン ペ ン とシ バ ヌ
ー

ク

を結ん だ 地 方 道路 の 整備 で は ， 未舗装がが多く，か つ ，
ガードレ ール や 街 灯 等 の 道路設 備 も設 置 され て な く，
ま だ ま だ貧弱 な道路環境 の 状況 で あ る。
　第 6は，PPSEZ 固有の 課題 に っ い て は，港 湾立 地 の

問 題 で あ る。カ ン ボ ジ ア に とっ て 大型船が 入 港で き る

唯
一

の 大水深港，か つ 国際海洋港が シ バ ヌ
ーク ビ ル 港

で あ る。こ の 港 湾 施 設 は，カ ン ボ ジ ア に お け る海 上 輸

送の 拠点 と なっ て い る が，PPSEZ が位置す る首 都 プ ノ

ン ペ ン か らは南西 210  の 場所 に位置 して ， 輸 出 入 に

お け る利 便 性 が 非常に悪 い こ とで ある。なお，近接す

るプ ノ ン ペ ン 港 は，ベ トナム の カ イメ ッ プ 港を 通 じて

日本や北米 に 直結す る ル
ートの 起 点 で あ るが，河 川 港

で あり水深も浅 い の で ，今後 の 取扱高の 拡大は 多くを

望め ない 状況で あ る 。

　第 7 の 課 題 は，SEZ に お け るイ ン フ ラ 維持 管理 費用

の 高さで ある。特 に SPSEZ にお い て は ，
　 PPSEZ と比

較 した 場 合，平 米 当 り 10倍 以 上 の 価格差が あ る。企

業の カ ン ボ ジ ア 進出は，基本的に は 近 隣 諸 国 と比 較 し

た場合，その 労働力 の コ ス トの 安さに あ る。し た が っ

て ，管理費が 高 い 場合 に は，カ ン ボ ジ ア 進出メ リ ッ ト

の 意義が 薄れ て い くこ とに なる。SPSEZ は，あ わせ て

海外 との ア ク セ ス の 良 さが メ リ ッ トで あ る が，こ の 管

理 コ ス トの 高 さ が，い くつ か の メ リ ッ トを打ち消す可

能 性 が あ る。
　第 8 の 課題 は ，労 働者 の 確 保 の 問題 で ある。カ ン ボ

ジア は，国 全体 の 人 口 が 1
，
340 万 人 （2008年） と近隣

諸国で あ る タイ の 6β88万 人 （2010 年 ）やベ トナ ム の

8，693 万 人 （2010年） と比 較 し た場合，非常に少 な い

の が 現 状で あ る。ま た，首都 プ ノ ン ペ ン の 人 口 は，約

150万 で ，国全 体 の 10分の 1以 上 を 占め て い る。人 口

の 多くが プ ノ ン ペ ン に集中 して い る た め ，PPSEZ に お

い て は，当面 は 労働力の 確保 に つ い て の 不 安は な い
。

　 し か し，SPSEZ 固有 の 課 題 にお い て は，シ バ ヌ
ー

ク

ビル 全 体 の 人 口 が約 20万 人 と少なく，企 業進出が 増

加 す る こ とで 労働者確保 の 問題 が あ る。
　 ま た，こ れ らの 労働者 （ワ

ーカー） に つ い て は，18

歳 以 上 に なれ ば，必 ず し も自動 的 に 労働力 （戦力） に

な る とい うわ け で は な く，採 用 して か ら戦力に な る ま

で の 間，人材育成 に 力を入れ る 必要が あ る。ま た，労

働者 の 確保 と人材育成 とと もに，労働者 を管理 す る リ

ーダーや マ ネージ ャ
ーク ラス の 人材 も不 足 して い る。

　第 9 の 課 題 は，将来的な課題 と し て ，地 方 労働者 の

確保 の 問題 で あ る。今後，日系含 め た 多 くの 外 資系 企

業 が PPSEZ や SPSEZ に進 出 す る と，労働者数 が供給

不 足 に な っ て，地方 か らの 労働力の 確保に 向けた 取組

み が必 要 に な る。カ ン ボ ジ ア で は ，人 口 1，340 万 人

（2008年） の 約 80％ 以 上 が農村部 で 生活 して い るが ，

そ こ で の 生活環境 は メ コ ン 流 域 の 肥 沃 な 土 地 に 恵 まれ

安 定収 入 は少 な い が，そ れ な りに 現在の 生 活に 充足 し

て い る の が 現状で ある。
　ま た，電化 率 が低 くて ，よ うやく約 20％ を超 え た 程

度なの で，テ レ ビや ラジ オ が 効果的な情報 （広 告）媒

体 で は な い。加 え て ，中 国 や ベ トナ ム で 見 られ る よ う

な都市部 へ の 憧れ や イ ン セ ン テ ィ ブ が 低く，労働者 の

都市集中 も強 くな い の が 現状で あ る。した が っ て ，農

村部の 人 々 （労働者）が，都市部 に 出 て 働 こ うとす る

モ チベ ー
シ ョ ン は，中国や ベ トナ ム と比 べ る と低い と

言 わ ざる を 得 な い 。
　 こ うした 状況 をふ ま えて ，今後，労働 力 を安 定 的 に

確保出来 る か ど うか，カ ン ボ ジ ア へ の 進 出 を検 討 す る

際 に検討 しなけ れ ばならない こ ととな る。

5 ．おわりに

　 SEZ に よ る産業集積 に よ る産業振興政策は 始動 した

ばか りで あ り，国 内 産 業は 発展 過 程 の 途 中 で あ る。こ

の こ とは ，マ イ ケ ル
・ポーターが提 示 した概念 で あ る

「特定 地 域 に集積 す る企業や 関連機関等 が互 い に 競争，
協調 ，協力 」 し て い る 状況 で な い か らで あ る。
　ま た，新た な 商品 や サービ ス を生 み 出 して，産業育

成 と地 域振興 ，地 域活 性化 を行 っ て イ ノ ベ ー
シ ョ ン を

誘発 させ る状況 で もな い 。した が っ て，現 時点で は、
カ ン ボ ジ ア の SEZ は 産業 ク ラ ス タ

ー
に 該 当す る とは 言

い 難 い 地域 で あ る。
　PPSEZ は企 業誘致を 開始 した ばか りで ， 操業す る企

業 が 見 られ は じめ，ま た，SPSEZ は よ うや く竣工 した
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ば か りで ，そ れ ぞ れ の 近 隣に は 関連 す る諸機関が なく，
競争 しつ つ ，同時 に 協力

・
協調 し て い る状 態 で は な い 。

SEZ が 産業 ク ラ ス ターと して 成長
・
発展す る た め には，

企 業 と関連機 関 の 集積 を 図 り，国家 に 関 連 す る 課題 と

PPSEZ ，　 SPSEZ と し て の 課題を解消 す る 必 要 が あ る 。
　カ ン ボ ジ ア の SEZ で は数多 くの 課 題 を抱 えて い るが，
対策がで きない 内容 で は な い 。こ れ らの 課 題 をひ とつ

ずつ 克服 して，産業 ク ラ ス ターを展 開す る こ とが 必要

で あ る。
　将 来 は，産 業 ク ラ ス ターと し て ，様 々 な関 連す る機

関や 組 織 の 集積 が 行 わ れ る と と もに ，各組織 の Win
Win の 関係 を構築 した 相 乗 効 果 が 得 られ て ，地 域 の 生

産 性 が 向上 するとい っ たイ ノベ ーシ ョ ン の 創 出 が 可 能

と な る地 域 で あ る。
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会社や 工 場，学校等に お け る食堂の こ とで あ る。
9

コ ン テ ナ ・フ レイ ト・ス テ ーシ ョ ン （Containcr
Freight　Station） は，船 会 社 が LCL 貨 物 （小 口 混 載 貨

物）を コ ン テ ナ に詰 め た り，あ るい は コ ン テ ナ か ら取

り出 し た り する 場所 の こ と で ，輸出 の 場 合は 輸出 者 か

ら貨物 を 引き 受け，そ れ ぞ れ の 仕向 け 地 別 に コ ン テ ナ

内に収 納 す る 。 ま た，輸入 の 場合に は 混載貨物をコ ン

テ ナ か ら取 り出 し，輸 入 者 に 引 き渡 す 作 業 が行 わ れ る。
To

コ ン テ ナ ヤ
ー

ド （Centainer　Yard） は ，輸出 の 場合に

は 実入 り コ ン テ ナ を 引き 受け，船積みの た め に 蔵置 し

た り，ま た，輸 入 の 際 に は 船 卸 し し た 実 入 りの コ ン テ

ナ を 蔵 置 し た り，引 き渡す施設で あ る。
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